

































































   ※ヨシタケシンスケ氏作成のイラスト     ※令和元年に実施したワークショップの様子    
 
６ 図書館が取り組む意義 
社会にとって，図書館が居場所であるメリットはどこにあるのでしょうか。それは，図書館に，人が人生に必
要なことを学ぶために役立つ資料があるからです。最近では，仕事や生活の課題を解決するために図書館資料
を活用する人が増えています。図書館がより多様な人の居場所となり，そこで人が自身の課題を解決したり，
次のステップに進んだりするための資料を手にすることができれば，経済的困窮や様々な家庭が抱える困難の
解決につながるかもしれません。 
 
７ 今後の取組みについて 
図書館が居心地のよい居場所になるということは，住民の皆様が，図書館を自分たちの場所だと感じてくだ
さることが大切です。そのためには，この取組みを，住民の皆様と一緒に進めていかなくてなりません。その
結果，図書館をより身近なものとして感じる人が増えれば，図書館は社会の居場所としてまた一歩前進できる
と考えています。 
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高橋真太郎：「居場所」としての図書館の活用推進を
